
JCI　プレストレス技術の有効利用に関する研究委員会（TC-073A）

次世代技術WG（第２WG）　

第３回　会議　議事録（案）

１．日　時　2008年5月30日（金）10：00～13：30
２．場　所　JCI第５会議室（11F）
３．出席者　8名　　(下線は欠席者)　　
西山峰広，春日昭夫，菅田昌宏，丸田　誠，深井　悟，小室　努，増田安彦，上田博之

福井　剛，阿波野昌幸，張建東、杉田篤彦，有光政彦，西村一博
大野一昭（JCI事務局）
４．配付資料

：第3回　WG2議事次第

WG2－13
：第2回次世代技術WG（第2WG）会議事録（案）

WG2－14
：第2回全体委員会議事録（案）

WG2－15
：プレストレストコンクリートの広範な利用に向けて-中間報告-　（深井委員）

WG2－16
：プレストレスト技術の有効利用に関する研究委員会　-研究集会ポスター-

WG2－17
：JCI-TC073A「プレストレスト技術の有効利用に関する研究委員会」活動報告

WG2－18
：JCI-TC073A　委員名簿

WG2－19
：「プレストレス技術の有効利用研究委員会」研究集会対応WG（西山主査）

WG2－20
：研究集会　打ち合わせメモ（2008／0509）（春日主査）

WG2－21
：報告書目次案rev.2 08/05/30（西山主査）

WG2－22
：河合塾札幌校舎（ミニマルな断面のPCaPC部材圧着による中層ビルの設計）

５．議事内容

(1) 資料2-13　前回WG2議事録の確認／承認

修正：議事録の（4）について、報告者名を（上田委員）から（上田委員、菅田委員）に訂正する。

修正：議事録の（6）について、Fc80をFc60に訂正し、「実圧縮強度は80N/mm2程度」を追記。
上記の修正、訂正を行い、承認とする。
（2）第2回　全体委員会の議事録内容確認

　特に質疑等無し。

（3）資料2-17

・５／30の午後に研究員会があり、これまでの活動状況を報告する。

（4）委員交代等（資料2-18）

・真鍋委員は、（株）富士ピー・エスの内野英宏（うちの ひでひろ）委員に交代する。

・張委員は所属を南京工業大学に変更する。
（5）資料2-21　報告書目次案について

・最終の原稿締め切りは来年の3月頃とする。

各委員の意見・提案

・PCを活用すれば、面白い構造が可能であることを実例を交えながら紹介する。（深井委員）

・RePCなど、地球環境に優しいＰＣ構造についての提案（菅田委員）

・制震や免震などの観点でPCの有効利用を考える。（増田委員）

・PC建築コストの実態を種々の角度から検証する。また、免震やPC圧着、あるいはプレキャスト化をキーワードとして次世代PC技術の動向を探る。（上田委員）

・耐震壁縦圧着工法などACIにおけるハイブリッド構造の規準類整備状況を概説する。（西山主査）

・橋梁の分野ではこの10～20年で、ハイブリッドやプレキャストの分野が大きく進歩しているのでこの観点で次世代技術の整理を行う。（春日主査）

・センシングやモニタリング（磁界を用いたPC鋼材張力モニタリング、中性化モニタリングなど）、あるいは診断技術関連での最新技術動向をまとめる。（杉田委員）

・塔状構造物へのプレストレス適用事例から次世代技術の動向を探る。

　出雲大社国旗掲揚塔（杉田委員）、京大桂時計台（小室委員）、風力発電タワーなど

(6)資料2-15　（深井委員）

・18年前のJCI委員会（PC利用性追及委員会）において作成した中間報告資料。同資料より、建築でのPC利用に関しては18年前の状況とあまり変わっていないことが分った。

（7）資料2-19,20　研究集会/第二部ＰＤについて

各委員の意見

・近年、建築では床版へのPC，PCa利用が進んでいる。土木との共通の話題として、これらが活用できないだろうか。

・建築デザイナーは人と同じものを使うのを嫌うので、なかなか標準品が普及しない。一方、土木では大規模なものは別だが、中小の構造物であればJIS規格のPCa部材を使用することも多い。

・PDの話題案としては、PCグラウト、コスト、教育などが挙げられる。会場からの意見が無ければ、8人のパネラーに順次話をしてもらうようにしたい。

・土木構造物でも建築同様にコンクリートのひび割れ（RC造であっても）が問題とされることが多くなった。後からの補償工事が発生することを防ぐために、コストが多少嵩んでもコンクリートに収縮低減材を使用するなどの方策を講じることも多い。

・建築の場合では、仕上げや設備をあわせて考える必要があり、躯体だけの単純なコスト比較は難しい。

以下、研究集会第二部ＰＤ対応WGとしてＷＧ1の浜田委員、大迫委員、堤委員を交えて議論を行った。

・土木では耐火性はあまり気にして設計することはないが、耐久性には非常に気を使う。建築ではこれが逆になる。耐久性の観点でのPCグラウトなどを話題として取り上げてはどうか。（濱田）

・どのように設計したり、施工計画を行ったりすればコスト的な優位性が出せるかについて議論してはどうか。（大迫）

・土木と建築では、耐久性に関わる部分で設計法の考え方が大きく異なる部分があると感じている、このような観点で議論ができないだろうか。（堤委員）

・18年前にＪＣＩで報告した「ＰＣ有効利用（資料2-15参照）」の内容を振り返りながら、設計法や基規準に関して土木建築の違いについての議論を行う。（深井委員）

⇒堤委員に土木側の考え方をまとめていただき、深井委員の話題提供に反映させるようにする。

・大学教育については岸本委員から話題提供してもらう。

・各パネラーの意見をまとめて整理し、PDの進め方についてのシナリオを作成して、パネラーに事前配布するようにする。これらの内容については、研究集会の直前（7/4）に予定されている全体委員会で確認するものとする。

(8) 次回の第2WG開催予定

・次回の予定は7月の研究集会以降に、調整するものとする。

以　上（記録：菅田）
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